
番 号 略称

保育基礎 6 教図 家庭 006-901 ＡＢ 162 令和８年

保育基礎 7 実教 家庭 007-901 Ｂ５ 176 令和８年

フードデザイン 6 教図 家庭 006-902 ＡＢ 262 令和８年

フードデザイン 7 実教 家庭 007-902 ＡＢ 254 令和８年

※「教科書の記号・番号」欄にある◆は、「学習者用デジタル教科書」（学校教育法第34条
第２項に規定する教材）の発行予定があることを示す。

家庭

種　目
発 行 者

教科書の記号・番号 判型 ページ数 検定済年
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１  調査の対象と なる 教科書の冊数と 発行者及び教科書の番号 
 

 
保育基礎 冊 数 ２ 冊 

発行者の略称・  

教科書の番号 
教図006-901 実教007-901 

 

【 家庭の目標】  

家庭の生活に関わる 産業の見方・ 考え方を 働かせ、 実践的・ 体験的な学習活動を 行う こ と などを通し

て、 生活の質の向上と 社会の発展を担う 職業人と し て必要な資質・ 能力を次のと おり 育成する こ と を 目

指す。  

( 1)  生活産業の各分野について体系的・ 系統的に理解する と と も に、 関連する 技術を身に付ける よ う に

する 。  

( 2)  生活産業に関する 課題を発見し 、 職業人に求めら れる 倫理観を踏ま え合理的かつ創造的に解決する

力を養う 。  

( 3)  職業人と し て必要な豊かな人間性を育み、 よ り よ い社会の構築を目指し て自ら 学び、 生活の質の向

上と 社会の発展に主体的かつ協働的に取り 組む態度を養う 。  

【 保育基礎の目標】  

   家庭の生活に関わる 産業の見方・ 考え方を働かせ、 実践的・ 体験的な学習活動を 行う こ と など を通し

て、 保育を担う 職業人と し て必要な基礎的な資質・ 能力を 次のと おり 育成する こ と を目指す。  

( 1)  保育の意義や方法、 子供の発達や生活の特徴及び子供の福祉と 文化など について体系的・ 系統的に

理解する と と も に、 関連する 技術を身に付ける よ う にする 。  

( 2)  子供を取り 巻く 課題を 発見し 、 保育を担う 職業人と し て合理的かつ創造的に解決する 力を養う 。  

( 3)  子供の健やかな発達を 目指し て自ら 学び、 保育に主体的かつ協働的に取り 組む態度を養う 。  

 【 保育基礎の内容及び内容の取扱い】    

 「 内 容 」 の 概 要 「 内 容 の 取 扱 い 」 抜 粋 
目標に示す資質・ 能力を 身に付ける こ と ができ

る よ う 、 次の〔 指導項目〕 を 指導する 。  
〔 指導項目〕  
（ 1）  子供の保育 

 ア 保育の意義 
 イ  保育の方法 

  ウ  保育の環境 
 
（ 2）  子供の発達 
  ア 子供の発達の特性 
  イ  乳児期の発達 

 ウ  幼児期の発達 
 
（ 3）  子供の生活と 養護 

 ア 乳幼児期の生活の特徴と 養護 
 イ  生活習慣の形成 
 ウ  健康管理と 事故防止 

 
（ 4）  子供の福祉  

 ア 児童観の変遷 
  イ  児童福祉の理念と 関係法規・ 制度 

ウ  子供の福祉を支える 場 
 
（ 5） 子供の文化 
  ア 子供の文化の意義 

  イ  子供の遊びと 表現活動 

  ウ  子供の文化を 支える 場 

 

 

 

（ 1）  内容を 取り 扱う 際には、 次の事項に配慮する
も のと する 。  
ア  実際に子供と 触れ合う 学習ができ る よ う 、

幼稚園、 保育所、 認定こ ど も 園及び地域の子
育て支援関連施設など と 連携を図り 、 指導の
充実に努める こ と 。  

イ   子供の発達や生活の特徴について、 保育と
関連付けて理解でき る よ う 指導を 工夫する
こ と 。  

 
（ 2）  内容の範囲や程度については， 次の事項に配

慮する も のと する 。  
ア 〔 指導項目〕 の（ 1） のアについては、 適切

な養護と 教育的な関わり を 営む保育の重要性
を 扱う こ と 。 イ については、 具体的な事例を
通し て心身の状態や発達に応じ た保育を 扱う
こ と 。 ウ については、 保育環境と し ての家庭
及び幼稚園、 保育所や認定こ ど も 園など の役
割を扱う こ と 。  

 
 
 

57



「 内 容 」 の 概 要 「 内 容 の 取 扱 い 」 抜 粋 
 イ  〔 指導項目〕 の（ 2） のアについては、 子供

が主体的に環境に関わる こ と によ っ て心身
の発達が促さ れる こ と や、発達における 個人
差など を扱う こ と 。ま た、乳幼児期は、特に、
基本的人間関係の樹立のために「 愛着」 が重
要であ る こ と を 具体的な事例を 通し て扱う
こ と 。 イ 及びウ については、 月齢や年齢に応
じ た発達の姿を、 身体発育、 運動機能、 認知
機能、 情緒、 人間関係など の様々な発達の側
面から 全体的に捉えら れる よ う 扱う こ と 。  

ウ  〔 指導項目〕 の（ 3） のイ については、 子供
の健康な生活に必要な食を 営む力など 基本的
生活習慣の形成の基礎についても 扱う こ と 。  

エ 〔 指導項目〕 の（ 4） のイ については， 児童
福祉に関する 基本的な法規の目的と 概要を
扱う こ と 。  

オ 〔 指導項目〕 の（ 5） のアについては、 子供
のための文化活動、 児童文化財、 児童文化施
設など の重要性を 扱う こ と 。 イ については、
具体的な活動を 通し て子供の遊びや表現活
動の意義を扱う こ と 。 その際、 遊びの重要性
及び遊びの種類と 発達と の関わり について
も 扱う こ と 。 ウ については、 子供の遊びや表
現活動を支える 代表的な施設を取り 上げ、そ
の意義と 活用を扱う こ と 。  

 

３  教科書の調査研究 
（ 1） 内容 

ア 調査研究の総括表 

    イ  調査項目の具体的な内容 

① 調査項目の具体的な内容の対象と し た事項 

     調査研究事項のａ 、 ｂ 及びその他の項目と の関連で、 次の事項について具体的に調査研究する 。  

       ａ  単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）  

    ・  各単元において、 ど のよ う な資質・ 能力を育成でき る か見取る  

ｂ  生活産業に関わる 内容 

・  各単元において、 生活産業に関わる 内容を 見取る  

《 その他の項目》（ 各教科共通）  

・  我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する 理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特徴や工夫 

・  人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問題等） に関する 特徴や工夫 

・  安全・ 防災や自然災害の扱い 

・  オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特徴や工夫 

・  固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 

      調  査  項  目   対象の根拠（ 目標等と の関連）  

 ａ  単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、その

中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）  

学習指導要領第３ 章第５ 節第３ 款１ ( 1)  

ｂ  生活産業に関わる 内容 学習指導要領第３ 章第５ 節第３ 款２  

    

 

その他の項目（ 各教科共通）  

 

 

学習指導要領総則、 東京都教育委員会の基本方針、  

東京都教育ビジョ ン  
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② 調査対象事項を設定し た理由等 

ａ  単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成( 各教科共通)  

・  学習指導要領の中に、 「 単元など 内容や時間のま と まり を通し て、 その中で育む資質・ 能力の

育成について」 言及さ れている ため、 保育基礎では、 各単元における 資質・ 能力を どのよ う に育

成でき る かと いう 視点で質的に調査する 。  

ｂ  生活産業に関わる 内容 

・   学習指導要領では、 自分の考え方や情報を的確に伝えたり 、 ま と めたり する 活動、 創造的に製

作する 場面において、 与えら れたテーマに対し て互いの考えを伝え合い、 イ メ ージをまと め適切

に表現する 活動など言語活動の充実を図る こ と が求めら れている ため、 生活産業に関わる 項目・

題材について調査する 。  

《 その他の項目》（ 各教科共通）  

・  我が国の領域をめぐ る 問題及び国旗・ 国歌の取扱いについては、 学習指導要領総則に基づき 、

こ れら の問題を正し く 理解でき る よ う にする ため、 その扱いについて調査する 。  

・  北朝鮮によ る 拉致問題については、 東京都教育委員会の基本方針１ に基づき 、 人権尊重の理念

を正し く 理解でき る よ う にする ため、 その扱いについて調査する 。  

・  東京都では、 自然災害時における 被害を最小化し 、 首都機能の迅速な復旧を図る 総合的なリ ス

ク マネジメ ント 方策の確立が喫緊の課題であり 、防災教育の普及等によ り 地域の防災力の向上が

重要である こ と から 、 防災や自然災害の扱いについて調査する 。  

・  東京都教育委員会の基本方針２ ・ ３ に基づき 、 文化・ ス ポーツ に親し み、 国際社会に貢献でき

る 日本人を育成する と いう 観点から 、 オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク の扱いについて調査する 。 

・  東京都教育委員会の基本方針１ 及び東京都の男女平等参画推進の施策を 踏まえ、固定的な性別

役割分担意識の解消や、「 無意識の思い込み（ アンコ ンシャ ス・ バイ アス ）」 に気付いて言動等を

見直し ていく など、男女の平等を重んずる 態度を養う こ と ができ る よ う 、その扱いについて調査

する 。  

 

（ 2） 構成上の工夫（ 各教科共通）  

・  デジタ ルコ ンテンツ の扱い 

・  ユニバーサルデザイ ンの視点  

・  自立し た学習者の育成に資する 工夫 
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教科名 家庭

科目名 保育基礎

教図

家庭006‐ 901

新　 保育基礎　 よ う こ そ， と も に育ち合う 保育の世界へ

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と ま り を 見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 子供の保育】 ・ 「 保育の環境」 の単元で、 子ど も が育つ環境や現代における 子育ての課題に関する データ が
グラ フ や表と し て掲載さ れており 、 理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 「 保育の方法」 の単元で、 年齢に応じ た保育の方法について設けら れており 、 年齢ご と の、
子ど も の発達や生活、 遊びの特徴と 保育方法がま と めら れ、 更に写真資料を 掲載し 理解が深ま
る よ う 工夫さ れている 。

【 子供の発達】 ・ 「 乳幼児の発育と 発達」 の単元で、 各特徴について、 成長に伴う 変化が図表や写真で示さ れ
ており 、 理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 「 乳幼児の発育と 発達」 の単元で、 子ど も のいざ こ ざに対し ての保育士と し ての関わり 方に
ついて考える 演習が設定さ れており 、 主体的に考える よ う 工夫さ れている 。

【 子供の生活と 養護】 ・ 「 子ど も の健康と 生活」 の単元で、 「 子ど も を抱っ こ し てみよ う ！」 や「 沐浴っ て何だろ
う ？」 など 、 主体的・ 協働的に取り 組む内容の構成になっ ている 。
・ 「 子ど も の健康と 安全」 の単元で、 現代の日本の子ど も の健康課題について、 自分には何が
でき る か考える 取組を通し て、 内容の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。

【 子供の福祉】 ・ 「 児童福祉の理念と 法規・ 制度」 の単元で、 児童憲章の全文と 児童の権利に関する 条約を 読
み比べる 活動を通し て、 法律や制度について理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 「 児童福祉の理念と 法規・ 制度」 の単元で、 現代の保育の課題について、 保育者の立場で解
決方法を 考える こ と を通し て、 子ど も の福祉について理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。

【 子供の文化】 ・ 「 子ど も と 遊び」 の単元で、 自分の子ど も の頃の思い出や遊びについて振り 返る 取組を通し
て、 子ど も の文化について理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 「 子ど も の表現活動」 の単元で、 映像やマルチメ ディ ア絵本の活用、 コ ン ピ ュ ータ やイ ン
タ ーネッ ト の活用など の具体例を掲載する こ と によ り 、 理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。

ｂ  生活産業に関わる 内容

【 子供の保育】 ・ 「 保育の環境」 の単元で、 保育士や幼稚園教諭、 保育教諭への進路の例が紹介さ れており 、
保育に係る 生活産業に関わる 進路を 具体的に考えていける よ う 工夫さ れている 。

【 子供の発達】 　 記載なし

【 子供の生活と 養護】 ・ 「 子ど も の健康と 安全」 の単元で、 保育士の仕事に関わる 参考動画があり 、 保育に係る 生活
産業と 関わる よ う 工夫さ れている 。

【 子供の福祉】 ・ 「 児童福祉の理念と 法規・ 制度」 の単元で、 児童相談所職員のイ ン タ ビュ ー記事が掲載さ れ
ており 、 実際の仕事の様子を 知る こ と で子ど も に係る 生活産業を理解する よ う 工夫さ れてい
る 。

【 子供の文化】 ・ 「 子ど も の表現活動」 の単元で、 保育に関わる 職業に就く 人の写真が多く 掲載さ れており 、
子ど も に係る 生活産業と 関わる よ う 工夫さ れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

・ 子ど も の文化　 年中行事と 子ど も たち
・ 子ど も の文化　 変化する 伝統的な玩具

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

・ 子ど も の保育　 子ど も ま んなか社会の実現に向けて
・ 子ど も の福祉　 大人の意のま ま になる 存在
・ 子ど も の福祉　 児童福祉の法律

安全・ 防災や自然災害の扱い ・ 子ど も の生活　 子ど も の寝具など
・ 子ど も の生活　 子ど も のおも な病気
・ 子ど も の生活　 子ど も の安全
・ 子ど も の生活　 子ど も の成長と 遊びのなかの危険
・ 子ど も の生活　 応急処置と 救急用品

オリ ン ピ ッ ク ・ パラ リ ン ピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

　 記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 　 記載なし

( 2) 構成上の工夫

・ 音声、 動画など デジタ ルコ ンテン ツ を 活用し て効果的に学習でき る よ う 二次元コ ード を掲載
し ている 。

・ ユニバーサルデザイ ン カラ ーが採用さ れている 。
・ ユニバーサルデザイ ン フ ォ ント が採用さ れている 。

・ 教科書の巻頭「 こ の教科書の使い方」 で、 学習の進め方を説明する など 、 ど のよ う な力を ど
のよ う な順で身に付けていく かを考える こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

デジタ ルコ ンテン ツ の扱い

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名

ユニバーサルデザイ ンの視点
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教科名 家庭

科目名 保育基礎

実教

家庭007-901

保育基礎　 新訂版

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を 見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 子供の保育】 ・ 「 保育の環境」 の単元で、 ト ピッ ク と し て幼児教育・ 保育の無償化やタ ブレッ ト 端末の導入な
ど時事的な話題が設けら れており 、 保育の環境について理解を深めら れる よ う に工夫さ れてい
る 。
・ 「 保育の環境」 の単元で、 子ども が育つ環境や現代における 子育ての課題に関する データ が掲
載さ れており 、 データ を読み解き 自ら 課題を発見でき る よ う 工夫さ れている 。

【 子供の発達】 ・ 「 子ども の発達の特性」 の単元で、 各項目ごと にCol umnが設けら れており 、 子ども の発達につ
いて理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 「 子ども の発達」 の章末に、 出産体験記が掲載さ れており 、 親になる と いう こ と について理解
が深ま る よ う 工夫さ れている 。

【 子供の生活と 養護】 ・ 「 子ども の生活と 養護」 の単元で、 「 育児用ミ ルク をつく ってみよ う 」 や「 つく っ てみよ う 離
乳食」 など、 主体的・ 協働的に取り 組む内容の構成になっている 。
・ 「 生活習慣の形成」 や「 健康管理と 事故防止」 の単元で、 基本的生活習慣での事故や事故の予
防策について設けら れており 、 子ど も の生活について理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。

【 子供の福祉】 ・ 「 子ども の福祉」 の単元で、 ト ピ ッ ク と し て「 体罰によ ら ない子育ての推進」 が掲載さ れてお
り 、 子ども をと り ま く 課題の解決に向けた活動のき っかけになる よ う に工夫し ている 。
・ 「 子ども の福祉」 の単元で、 児童虐待の通告・ 相談のフロ ーチャ ート が紹介さ れており 、 子ど
も と の関わり 方を考える こ と を 通し て、 子ども の福祉について理解が深ま る よ う 工夫さ れてい
る 。

【 子供の文化】 ・ 「 子ども と 遊び」 の単元で、 子ど も の頃の遊びや家族や地域で経験し た行事について振り 返る
取組を通し て、 子ども の文化について理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 「 子ども の遊びと 表現活動」 の単元で、 「 子ども と 遊べる 簡単おも ちゃづく り 」 や「 絵本づく
り 」 、 「 読み聞かせ」 など 、 体験的な活動ができ る 構成と なっている 。

ｂ  生活産業に関わる 内容

【 子供の保育】 ・ 「 保育の環境」 の単元で、 保育所・ 幼稚園・ 認定こ ども 園の特徴が表で整理さ れており 、 保育
に係る 生活産業を理解する よ う 工夫さ れている 。

【 子供の発達】 ・ 「 子ども の発達」 の章末の出産体験記で、 子供に関わる 助産師のエピソ ード が掲載さ れてお
り 、 助産師と いう 仕事への理解を深める こ と で、 保育に関わる 生活産業を理解する よ う 工夫さ れ
ている 。

【 子供の生活と 養護】 ・ 「 生活習慣の形成」 の単元で、 「 保育者が遭遇し た文化の相違エピソ ード 」 が掲載さ れてお
り 、 日本と 海外の文化の相違の実際を知る こ と で、 保育に関わる 生活産業を 理解する よ う 工夫さ
れている 。

【 子供の福祉】 ・ 「 子育て支援」 の単元で、 地域の子育て支援を支える 「 民生委員・ 児童委員」 の記事が掲載さ
れており 、 保育に関わる 生活産業を 理解する よ う 工夫さ れている 。

【 子供の文化】 ・ 「 子ども の文化の意義と 支える 場」 の単元で、 子供の文化を支える 児童文化施設の種類と 目
的、 児童厚生員の職業について説明さ れており 、 保育に関わる 生活産業を理解する よ う 工夫さ れ
ている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

・ 子ども の生活　 保育者が遭遇し た文化の相違エピソ ード
・ 子ども の文化　 児童文化財
・ 子ども の文化　 年中行事
・ 子ども の文化　 みんなで遊ぼう ！伝承遊び
・ 子ども の文化　 子ども の成長を祝う 伝統行事

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

・ 子ども の生活　 社会的生活習慣
・ 子ども の生活　 国際化と 子ど も の生活
・ 子ども の福祉　 子ども 観の変遷
・ 子ども の福祉　 権利の主体と し ての子ども へ
・ 子ども の福祉　 子ども の権利条約
・ 子ども の福祉　 世界の子ども たちの現状

安全・ 防災や自然災害の扱い ・ 子ども の発達　 子ども の発達と 安全対策
・ 子ども の生活　 歯磨き 中の事故に注意
・ 子ども の生活　 子ども の遊びと 事故
・ 子ども の生活　 睡眠中の子ど も の突然死
・ 子ども の生活　 応急処置
・ 子ども の生活　 子ども の事故を予測し よ う

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

　 記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 ・ 子ども の保育　 男性保育士の誕生
・ 子ども の保育　 章末問題
・ 子ども の発達　 世界に広がる 母子健康手帳
・ 子ども の福祉　 児童福祉の法律
・ 子ども の福祉　 先進国の子ど も たち
・ 子ども の福祉　 仕事と 子育ての両立

( 2) 構成上の工夫

・ 効果的に学習でき る よ う 二次元コ ード を掲載し ている 。

・ カラ ーユニバーサルデザイ ンに配慮さ れている 。
・ ユニバーサルデザイ ンフ ォ ント が採用さ れている 。

・ 教科書の巻頭「 本書の使い方」 で、 学習の進め方を説明する など、 どのよ う な力を どのよ う な
順で身に付けていく かを考える こ と ができ る よ う 工夫さ れている 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫
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